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た（MA/HTプロセス制御法人 a-MgNiはTel=603 KでMg2Ni相が、 Tc2= 683 Kで、MgNiz相が結晶
イとする。
まず、 FIB/TEM法による微細構造観察の結果、以下の事実を明らかにした。
(a) 563 KくTeiで、a-MgNiを熱処理した場合、 Mg2Ni相の前駆体で、ある粒径数nmの徴結晶粒が合
金内部に出現する。
(b) Telく 623Kく Tc2で、a-MgNiを熱処理した場合、粒径が30～lOOnmのc-Mg2Ni結晶粒（c－；結
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